
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小4-中3 総合 新聞を作成する オクリンクプラス

伝えたいことを明確にし、読む人に伝わる新聞を作成する

準備：

・共有コードを使用してカード（伝えたいことメモ、新聞）を取得する。
・カード「伝えたいことメモ」を子供たちのマイボードに送信する。
・みんなのボードに、全体共有のためのボード1つと、班の数分のボードを用意し、それぞれの班のボードに
カード「新聞」を送信する。
※カード「伝えたいことメモ」、「新聞」は、目的に応じて種類を選んでお使いいただけます。
授業の流れ：
1. 提示された学習のテーマ（地域の特色など）について班で話し合い、新聞にしたいことを決める。調

べることや取材することを分担し、各自、調べたことを、マイボードに送られたカード「伝えたいことメモ」
に入力する。作成したカードを自分の班のボードに送信する。

2. 自分の班のボードで、自分のカード「伝えたいことメモ」を班のメンバーに説明する。それぞれの書いた
「伝えたいことメモ」を元に、新聞に書く記事の大きさや場所、記事の分担を決める。写真や絵を入れ
る場合は、どこにどの大きさで入れるのか決める。

3. 自分の班のボードで、カード「新聞」に各自、担当する記事や写真・絵を入力する。
4. 記事を書き終わったら、班でお互いの記事を読み、読む人のことを考えて、伝わるための工夫をアドバ

イスし合い、文章を練り直す。完成した新聞を全体共有のみんなのボードに送信する。
5. 全体共有のみんなのボードで各班の新聞を読み、感想をコメントしあう。

• ICTならではの共同編集を使うことで、班で１つの新聞作成が容易にできます。
• 文章を練り直す活動を取り入れることで書く力を高めることが期待できます。
• カード「新聞」は時間やICTの習熟度に応じて、レイアウトを選んでお使いいただけます。

ICTサポータの活用事例

共有コード

共有コードを入力、または
カメラを起動して
二次元コードを読み込む

授業
内容

サポータ
おすすめ
ポイント

二次元コード

伝えたいことメモのカード

新聞カード例

※授業時数4～5時間を想定
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